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平成17年12月期 通期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成17年2月17日の平成16年12月期決算発表時に公表した平成17年
12月期の業績予想（連結・個別）を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成１７年１２月期 連結通期業績予想の修正（平成17年1月1日 ～ 平成17年12月31日） 

 （単位：百万円） 

 売上高  経常利益  当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成17年2月17日発表） 

４３,５２０ １,３６０ ４２０ 

今回修正予想（Ｂ） ４２,９３０ １,２００ ５８０ 

増減額（Ｂ－Ａ） △ ５９０ △ １６０ １６０ 

増 減 率 △ １.４％ △１１.８％ ３８.１％ 

（ご参考） 前期実績（平成16年12月期） ４３,６０１ １,１１９ ６５９ 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 17円97銭 
 
２．平成１７年１２月期 個別通期業績予想の修正（平成17年1月1日 ～ 平成17年12月31日） 

 （単位：百万円） 

 売上高  経常利益  当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
（平成17年2月17日発表） 

２４,５００ ６００ ３１０ 

今回修正予想（Ｂ） ２４,５００ ８３０ ３２０ 

増減額（Ｂ－Ａ） － ２３０ １０ 

増 減 率 － ３８.３％ ３.２％ 

（ご参考） 前期実績（平成16年12月期） ２４,５３２ ２３１ ８４ 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 10円84銭 
 
３．修正を生じた理由 

通期の連結業績は、国内連結子会社が減益となることに加え、予定している米国子
会社の営業権償却費が営業費用となるため、経常利益は減益となる見通しですが、当
期純利益は米国関係会社株式の売却益を計上できることから増益となる見込です。 
個別業績は、上期に執行された災害関連補正予算の影響と、建設投資減少に伴う発

注量の削減によって、例年以上に季節変動が大きくなり、下期の業績が悪化すること
が見込まれますが、コスト削減の努力により経常利益は増益となる見通しです。ただ
し、当期純利益は子会社への投資損失に対する引当金の計上もあり、当初公表比3.2％
増にとどまる見込です。 

以  上 


